
















　2019年 1月 29日にタイ政府のコミュニティ組織開発機構の CODIにて、インタビュー調査と改善事
例の実地調査を行った。CODIは、タイ国内の都市、農村の貧困コミュニティにおける生活環境改善、
住民組織のコミュニティネットワークの強化を目的に活動を進めている文 1）。
　CODIでは 77県 300都市において実態調査を進めてきた。タイ国内の 300都市で、5,500ヶ所のスラ
ム（低所得コミュニティ）があり、内 3,700ヶ所が不安定な生活の場となっている。土地所有者が不在
で住民と未契約な状態が 65％、不法占拠が 35％という割合で、現在 445ヶ所のスラムが立ち退きの危
機に面している。70～80％の住民が住宅の購入が難しい状況である。
　1960年代にタイ国内の急速な工業化がきっかけとなりスラム問題がはじまり、1980年代にピークを




















UCDO（Urban Community Development 
Offi ce）が発足し、2002年に農村開発基金
RDF（Rural development fund） と 統 合 し、
CODIが設立された。都市と農村の双方で、生活水準、経済的収入、住宅環境などを改善する際に、コ




ACHR（Asian Coalition for Housing Rights）を立ち上げ、支援活動における情報を共有できるプラットフ
ォームの構築を目指している。








































2-4　Baan Mankong Program の実地調査











った。このコミュニティでは、住民は約 230人、住宅は 65戸 74世帯、60歳以上の高齢者が 30人程度、
子どもが 10～30人程度、その他は現役世代である。
　住民参加型のワークショップにより新築住宅のデザインが考えられ、建設されている。政府の要望に







































































　クロントイ地区は直径 4 kmの大きさ（面積 12.316 km2）文 5）で、内 40％が国有地として港湾局が取り




























　クロントイ地区は直径 4 kmの大きさ（面積 12.316 km2）で、内 40％が国有地として港湾局が取り扱





































3） 約 10 km離れたディンデン区にある住宅公団所有のアパートを高層化建替えしたものを提供する。
ただし、家賃と管理費は自己負担となる。現状、2～3年前から建替えが進んでいて立地も市内に










































































































4-2　The Artist’s House 周辺について
　チャオプラヤ側から運河を西へ 10 km程度











図 27　 The Artistʼs Houseの様子
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